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学
術
向
上
、
教
室

発
展
に
尽
く
す

昭
和
五
十
一
年
開
設
の

教
室
は
海
野
徳
二
初
代
教

授
の
後
を
受
け
て
、
平
成

十
年
か
ら
原
淵
保
明
教
授

が
指
揮
を
執
る
。
会
員
が

百
人
を
超
え
、
「
親
睦
と

学
術
技
術
の
向
上
、
そ
し

て
教
室
の
発
展
に
尽
く

す
」
を
モ
ッ
ト

ー
と
す
る

同
門
会
の
会
長
に一
月
就

任
し
た
ば
か
り
。

七
1

八
月
に
教
室
と

合
同
で
学
術
講
演
会
を
開

の
報
告
も
企
画
し
、
忘
年
プ
を
図
っ
て
お
り
「
自
由

会
で
世
代
を
超
え
て
交
流
関
達
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

す
る
。
「
大
雪
」
と
命
名
気
風
」
が
特
色
。
新
医
師

し
た
会
報
誌
は
毎
年
発
行
臨
床
研
修
制
度
に
よ
る
大

を
続
け
て
い
る
。
学
で
の
医
師
不
足
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
中
、
教
室

の
門
を
叩
く
入
局
者
は
毎

年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
お

り
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
。

近
年
の
教
室
主
催
の

一学
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い
て
お
り
、
学
内
外
か
ら

講
師
を
招
く
。
十
二
月
の

総
会
で
は
、
留
学
か
ら
帰

国
し
た
教
室
員
や
学
位
論

文
を
ま
と
め
た
若
手
医
師

今
月
開
催
の
学

会
も
サ
ポ
ー
ト

原
測
教
授
の
下
、
教
室

員
は
留
学
や
博
士
号
取
得

で
積
極
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ

野中聡会長
昭和31年 12月 19 日生

まれ。登別市出身。旭医
大56年卒。のなか気管食
道耳鼻咽喉科(旭川市)理

事長。

会
・
研
究
会
は
、'日
本
口

腔
・
咽
頭
科
学
会
(
十
七

年
)
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科

感
染
症
研
究
会
(
十
九

年
)
、
日
本
医
用
エ
ア
ロ

ゾ
ル
研
究
会
(
同
)
、
耳

鼻
咽
喉
科
臨
床
学
会
(
二

十
一
年
)
、
国
際
扇
桃
・

粘
膜
免
役
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
(
二
十
二
年
)
と
多
岐

に
わ
た
る
。
今
月
二
十

一
、
二
十
二
日
に
は
日
本

喉
頭
科
学
会
も
開
催
予
定

で
「
同
門
会
を
挙
げ
て
サ

ポ
ー
ト
」
す
る
。

視
覚
以
外
の
感
覚
器
を

つ
か
さ
ど
る
耳
鼻
咽
喉
科

は
、
腫
蕩
や
感
染
症
を
含

め
「
領
域
が
広
く
て
深
い
。

戸

だ
か
ら
や
り
が
い
が
あ

る
」
と
医
学
生
や
研
修
医

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。


